
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 庄 和 高 等 学 校 ） 

目 指 す 学 校 像 自分色に輝き、社会で活躍できる人材を育成する ～Color your future！（生徒の未来を彩る）～       

        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 自らの将来に対して主体的に考える力を養い、きめ細かい進路指導を通して、質の高い進路目標を

設定させ、個々の希望進路の実現に向け粘り強く取り組ませる。 

２ 学習環境を整備し、工夫された授業を通して、生徒の学習意欲を喚起し、主体的に学習する態度

と、進路実現のための真の学力を身につけさせる。 

３ 学校行事や部活動、探究活動、国際交流などを通して成功体験を積み、社会性や協調性を身につ

け、世界的視野を持たせ、より高い目標にチャレンジできるたくましい精神を育む。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   

出席者 学校関係者   ５名 

    生徒      ３名 

    事務局(教職員) ４名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日 現 在 ）  実施日 令和８年２月３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

＜現状＞ 

○３年間を見据え、計画的に進路指導行事及

び進路学習が行われている。 

○各教科及び就職支援アドバイザーとの連携

し、個別に丁寧な対応がなされている。 

＜課題＞ 

○生徒が進路に対して身近に目標を置いてし

まう傾向がある。 

○主体的に進路活動を行い、意欲的に挑戦す

る生徒を育成していくことが求められる。 

 

 

○生徒が主体的に自

らの進路を考える

態度を醸成し、生

徒全員が自ら納得

して選択した進路

に進めるよう組織

的に支援する。 

○生徒が進路目標に

妥協せず、自己の

可能性を追求する

よう支援する。 

①大学等の模擬授業や企業

を招いた「職業を知る」

ガイダンス等の進路活動

等を実施し生徒に様々な

進路選択肢を紹介する。 

②進路活動等において生徒

に記録等を取らせ、その

蓄積を面談や進路選択に

生かしていく。 

③進学講習受講や外部模試

受験を奨励し、チャレン

ジする生徒が応援される

雰囲気を醸成する。 

➀前年度と比較し、進路活

動等に参加する生徒の意

欲や関心に変化が見られ

たか。（提出物等）。 

②生徒の記録や感想が蓄積

され、面談等で活用され

たか。（記録等） 

③進学講習、外部模試、大

学入学共通テスト、一般

受験に参加した生徒が増

加したか。（実績等） 

①②分掌および学年が連携し、生徒の希望する学科・職

種に関する進路講演会を計画的に実施した。参加生徒

の意欲的な姿勢が確認され、行事で得た知見が３年次

における進路選択の参考となっていることが感想等か

ら読み取れた。Google Form 等を活用し、感想・アン

ケートを継続的に収集し、生徒の意識の変化を記録と

して蓄積するとともに、進路面談等に活用した。 

③総合型選抜・AO 入試の受験者割合は、前年度の 34％

から 49％へと増加した。これは小論文・面接対策の

フォロー体制の充実に加え、指定校推薦に限定しない

進路選択を促す指導を行った成果であり、生徒の進路

に対する主体的な挑戦意識の向上が認められる。 

Ａ 

・進路指導を手厚く行っていき

たいところではあるが、分掌

の担当者数に限りがあり、持

続可能な指導体制づくりにつ

いて検討する必要がある。 

・３学年の早期に志望校を決め

てしまう生徒が見られること

から、１、２年次段階から幅

広い視野を持たせる指導を組

織的かつ計画的に行っていき

たい。 

 

・生徒の適性理解を促し、多様な進

路情報を計画的に提供する取組に

は一定の成果が見られ、主体的な

進路選択を支える点で学校関係者

から評価が示された。また、記録

の活用や面談の充実が生徒の視野

拡大に寄与しているとの意見があ

った。一方で、志望先の早期固定

や人的な体制の制約が指摘され、

１・２年次からの体系的指導と持

続可能な体制整備が求められた。 

２ 

＜現状＞ 

○Google Classroom を活用した授業及び教

育活動が行われている 

○授業力の向上を図る方策として、教員相互

に授業見学を行い、全教員が参加して授業

研究会を実施した。 

＜課題＞ 

○授業改善を図る方策の一つとして、授業で

の ICT活用の事例を共有し活用を推進して

いくこと。 

○ICTを活用した授業を推進する環境づくり

のために必要な機器を揃えていくこと。 

○「ICT」を活用し

た授業方法を研究

し、教員の授業力

向上のための研修

等を企画すること

で生徒の主体性を

育成する。 

○生徒の学習意欲を

喚起し、主体的に

学習する態度を身

に付けられるよう

工夫する。 

①授業での ICT活用事例を

共有し、活用環境を整え

て授業を効果的に行う。 

②授業公開週間を複数回実

施し、研修、協議会等を

企画することで授業改善

を図る。 

③思考力、判断力、表現力

及び主体性を測るべく観

点別評価の判断基準の明

確化の検討を進め、生徒

の資質・能力を見とる。 

①ICT等の活用を含め、生

徒が昨年度と比較して主

体的な発言等ができたか

（提出物および生徒アン

ケート）。 

②授業改善の結果を生徒が

実感できたか。（生徒ア

ンケート等） 

③生徒の思考力・判断力・

表現力等の資質能力の伸

びを見とることができた

か（評価場面等）。 

①「朝会ドキュメント」「各種アンケート等」を活用し

た学年運営等の事例を教員間で共有し、ICT 活用の環

境整備を行った結果、生徒用タブレットを活用した授

業（生徒アンケート「月３回以上」44％）が一定程度

定着し生徒の主体的な発言を促す場面が見られた。 

②授業研究協議において、教員間で授業改善の視点を共

有することができた一方で、授業改善の成果を生徒自

身がどの程度実感しているかについては十分に把握す

るまでには至らなかった。 

③ICT 等活用した実践を通して、生徒の思考力・判断

力・表現力等の伸長を見とるための評価指標につい

て、各教科での研究が進展した。 

Ｂ 

・授業改善を図るために効果的

な ICT 活用を引き続き研究し

ていきたい。 

・教育活動全般に、より ICT を

効率よく活用できるように検

討していくことで、校務 DX を

図っていきたい。 

・生徒が主体的に学ぶ姿勢を身

に着けさせるための方策を検

討していく。 

・ICT 活用を含む授業改善の取組によ

り、生徒の主体的参加が徐々に進

んでいる点が評価された。また、

対話的活動や試行錯誤を伴う学習

が学習意欲向上に寄与するとの意

見が寄せられ、更なる充実が期待

された。他方、改善の効果を生徒

が実感できる指導の工夫や、学習

習慣形成を支援する仕組みの整備

が引き続き必要であるとの指摘が

あった。 

 

３ 

＜現状＞ 

○学校行事等に生徒は主体的に取り組んでい

る。 

○国際交流事業として台湾の姉妹校との交流

を一昨年度に引き続き実施した。 

＜課題＞ 

○生徒減及び職員減に対応し、生徒に対する

指導の質の低下を阻止できるよう、指導体

制の改変などの工夫をしていくこと。 

○効果的に探究活動や国際交流活動が実施で

きる環境を整備していくこと。 

○生徒が心身ともに健康に学校生活が送り、

また傷病等の緊急時対応について事前に確

認する。 

○学校行事、ボラン

ティア活動などに

主体的に取り組ま

せ、社会性やチャ

レンジ精神を組織

的に育む。 

○学校内外における

規範意識を高めさ

せる。 

○探究活動及び国際

交流活動プログラ

ムを実施する。 

○傷病等の緊急対応

に迅速に対応する 

①チャレンジ精神を育める

よう、生徒が主体的に各

学校行事を企画、運営さ

せ、また、部活動やボラ

ンティア活動への積極的

な参加を促す。 

②ルール等の遵守及び校外

の苦情に対する改善点を

より具体的に指導する。 

③効果的な探究活動や国際

交流活動の実施に向けて

内容及び日程等を調整し

ていく。 

④緊急対応に迅速に対応す

るべく準備する。 

①部活動や学校活動、校外

のボランティア活動等に

対して生徒が積極的に活

動したか。（生徒アンケ

ート） 

②生徒指導件数及び校外か

らの苦情件数が減少した

か。（対応件数等） 

③探究活動及び国際交流活

動に生徒が主体的に参加

できたか。（生徒アンケ

ート） 

④傷病等の緊急対応に迅速

に対応できたか。（対応

状況の記録等） 

①主体性を育む学校活動として、アドベンチャー教育の

実施や部活動の活性化を推進するとともに、校外にお

けるボランティア活動への参加を促した。生徒はこれ

らの活動に主体的かつ意欲的に参加し積極的に取り組

む姿が見られた。 

②生徒指導件数は前年度 6 件から 7 件へ、また校外から

の苦情件数は前年度 2 件から 3 件へと、それぞれ微増

したが、引き続き未然防止及び早期対応に向けた指導

体制の強化していく。 

③探究活動においては、地域施設（龍Ｑ館）への訪問を

通して地域理解の学びを充実させた。国際交流活動で

は県国際交流協会の講師を招き、異文化理解に関する

学習を行い生徒の国際的視野を広げる機会となった。 

④傷病等の緊急事案に対して迅速かつ適切な対応を行え

た。平時における危機管理体制の充実を図るため、救

急法講習会を実施し、教職員の対応力向上に努めた。 

Ｂ 

・ボランティア活動については

公徳心を学べる場であること

から、生徒が参加しやすいよ

うな周知方法を検討する。 

・生活指導については規範意識

の醸成、自転車マナーの周知

や事故から身を守る等指導を

行っていく。ＰＴＡを含め地

域との連携も図る。 

・アドベンチャー教育や地域学

など生徒の視野を広げる探究

活動を実施していく。 

・傷病等の緊急対応について平

時の準備として職員会議等も

活用して対応していく。 

・学校行事、探究活動、地域活動等

において生徒が主体的に参加し、

多様な学習機会を通じて社会性を

培っている点は肯定的に評価され

た。他方、規範意識の定着や自転

車を含む交通安全指導など、基礎

的生活指導の継続的充実が依然求

められている。また、ボランティ

ア参加を促す効果的な周知方法の

改善に加え、傷病等の緊急事案に

備える危機管理体制の整備と、教

職員研修の充実が学校という組織

体を鑑みて、継続的な課題として

指摘された。 

 


